
　
都
道
府
県
の
観
光
事
業
費

倍
に

　
３
面

　
８
月
の
倒
産
は
８
件
、負
債

億

　
８
面

　
京
都
市
、大
雨
影
響
の
風
評
払
拭

　
９
面

　
　

ア
ジ
ア
初
の
地
域
サ
ミ
ッ
ト

　
２
面

楽
天
ト
ラ
ベ
ル

条
件
変
更
を
通
知

２
面

福
島
の
観
光
復
興
に
補
助
金

観
光
庁
　

風
評
対
策
な
ど
支
援

観
光
振
興
目
的
の
新
店
舗

ロ
ー
ソ
ン
　

仙
台
市
と
連
携
し
開
店

草
津
は
２
位
、３
位
指
宿

新
た
に

温
泉
が
圏
内
に

大分・由布院温泉が初の１位
第

回「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉

選
」中
間
集
計

本
社
主
催

お
も
て
な
しハ

ー
ド
面
の
充
実
進
む

■■

（１） 第２７２１号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０１３年（平成２５年）９月２８日（土曜日） （毎週土曜日発行）

由布院の名物、由布岳と辻馬車

　
観
光
経
済
新
聞
社
は

日
、
主
催
す
る
第

回

「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」
（
観
光
庁
と
観
光

関
連
８
団
体
後
援
、ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
協
賛
）

の
中
間
集
計
を
ま
と
め
、
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
由
布
院
温
泉
（
大
分
県
由
布
市
）
が
ト
ッ
プ
の

座
を
射
止
め
た
。
中
間
段
階
で
由
布
院
が
１
位
に
な

る
の
は
初
め
て
。
以
下
、
草
津
（
群
馬
県
）
、
指
宿

（
鹿
児
島
県
）
、
登
別
（
北
海
道
）
と
続
く
。
投
票

は

月
末
で
締
め
切
ら
れ
、
最
終
順
位
は

月
初
旬

に
開
か
れ
る
予
定
の
１
０
０
選
実
行
委
員
会
の
審
査

で
決
ま
る
。

ロ
ー
マ
字
表
記
の
「
国
会

正
門
前
」
。
外
国
人
が
分

か
り
や
す
い
よ
う
英
語
表

記
に
切
り
替
え
ら
れ
た

開
店
イ
ベ
ン
ト
に
は
伊
達
武

将
隊
が
駆
け
つ
け
た

　
コ
ン
ビ
ニ
大
手
の
ロ
ー
ソ

ン
は

日
、
観
光
・
産
業
振

興
を
目
的
に
仙
台
市
と
連
携

し
た
新
店
舗
「
仙
台
勾
当
台

公
園
前
店
」（
同
市
青
葉
区
）

を
開
店
し
た
。
店
内
に
は
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
「
仙

台
市
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー
」

や
新
し
い
仙
台
土
産
を
集
め

た
「
仙
台
み
や
げ
パ
ー
ク
」

を
設
置
し
て
い
る
。

　
同
社
の
説
明
に
よ
る
と
、

市
経
済
局
に
観
光
情
報
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
設
置
を
提
案

し
、
実
現
し
た
。
店
舗
の
広

さ
や
レ
イ
ア
ウ
ト
は
通
常
店

舗
と
変
わ
ら
ず
、
陳
列
棚
の

一
部
を
観
光
情
報
コ
ー
ナ

ー
、み
や
げ
パ
ー
ク
に
し
た
。

　
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
観
光
地
図
な

ど
の
配
布
物
は
市
観
光
交
流

課
が
展
示
や
補
充
、
交
換
な

ど
を
行
う
。

　
み
や
げ
パ
ー
ク
で
は
、
市

が
提
案
し
た
仙
台
あ
お
ば
祭

り
グ
ッ
ズ
や
伊
達
武
将
隊
グ

ッ
ズ
と
い
っ
た
、
観
光
客
が

関
心
を
持
つ
一
般
的
に
入
手

困
難
な
商
品
を
そ
ろ
え
た
。

　
開
店
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
お

も
て
な
し
集
団
」の
伊
達
武

将
隊
が
駆
け
つ
け
、演
武
を

披
露
し
て
開
店
を
祝
っ
た
。

　
大
手
、
中
堅
旅
行
業
者
や

ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
な
ど

か
ら
の
投
票
は
７
月
か
ら
始

ま
っ
た
。
中
間
発
表
は
事
務

局
（
本
社
）
に
届
い
た
９
２

３
５
枚
の
投
票
は
が
き
を
集

計
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
中
間
段
階
で

は
草
津
、
登
別
の
ト
ッ
プ
争

い
が
続
い
て
き
た
が
、
由
布

院
が
初
め
て
１
位
に
躍
り
出

た
。

年
連
続
１
位
の
座
を

狙
う
草
津
の
追
い
上
げ
な
る

か
、
そ
れ
と
も
こ
の
ま
ま
由

布
院
が
逃
げ
切
る
か
、
注
目

さ
れ
る
。

　
由
布
院
は
由
布
岳
の
麓
、

標
高
４
５
０
㍍
に
位
置
す

る
。
市
の
調
べ
に
よ
る
と
、

２
０
１
１
年
の
観
光
客
数
は

約
３
９
０
万
人
。
日
本
温
泉

協
会
の
「
温
泉
地
宿
泊
者
ベ

ス
ト
１
０
０
」
に
よ
る
と
、


年
の
宿
泊
者
数
は
約

万

人
で
、

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

て
い
る
。

　
町
中
央
の
「
金
鱗
湖
」
は

湖
底
か
ら
温
泉
が
湧
き
出
す

不
思
議
な
池
で
、
冬
季
に
は

温
度
差
で
霧
が
立
ち
込
め
幻

想
的
な
光
景
に
。
の
ど
か
な

田
園
風
景
を
行
く「
辻
馬
車
」

も
名
物
の
一
つ
だ
。
景
観
を

重
視
し
た
町
並
み
は
旅
情
豊

か
で
、
女
性
の
人
気
が
高
い

こ
と
や
、
滞
在
型
保
養
温
泉

地
の
取
り
組
み
な
ど
が
旅
行

の
プ
ロ
の
支
持
を
得
た
よ
う

だ
。

　
た
だ
、
２
位
の
草
津
と
の

差
は
そ
れ
ほ
ど
な
く
、
予
断

を
許
さ
な
い
。
草
津
は

年

連
続
１
位
と
い
う
圧
倒
的
強

さ
を
誇
る
だ
け
に
、
後
半
の

追
い
上
げ
も
あ
り
そ
う
だ
。

ま
た
、
登
別
の
動
向
も
気
に

か
か
る
。

　
ベ
ス
ト
テ
ン
を
見
る
と
九

州
か
ら
４
温
泉
地
が
入
っ
て

い
る
の
が
目
立
つ
。
九
州
新

幹
線
の
開
業
に
加
え
、

月


日
か
ら
は
ク
ル
ー
ズ
ト
レ

イ
ン「
な
な
つ
星
ｉ
ｎ
九
州
」

の
運
行
も
始
ま
る
だ
け
に
、

九
州
の
温
泉
地
に
注
目
が
集

ま
り
そ
う
だ
。

　
中
間
段
階
で
新
た
に
１
０

０
選
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の

は

温
泉
。
い
き
な
り

位

に
入
っ
た
長
湯
（
大
分
県
直

入
町
）
。

年
に
は
「
日
本

一
の
炭
酸
泉
」
を
宣
言
し
、

話
題
に
な
っ
た
温
泉
地
だ
。

　

年
の
東
日
本
大
震
災
、

福
島
第
１
原
発
事
故
の
影
響

が
気
が
か
り
な
福
島
県
だ

が
、
土
湯
（

位
）
や
飯
坂

（

位
）、東
山（

位
）、

い
わ
き
湯
本
（

位
）
な
ど

が
圏
外
か
ら
ラ
ン
ク
イ
ン
し

て
お
り
、
健
闘
ぶ
り
が
う
か

が
え
る
。

　
今
回
か
ら
観
光
庁
が
後
援

す
る
。
観
光
関
連
８
団
体
は

日
本
旅
館
協
会
、全
国
旅
館

ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
、日
本
旅
行
業
協
会
、

全
国
旅
行
業
協
会
、日
本
観

光
振
興
協
会
、日
本
政
府
観

光
局
、日
本
温
泉
協
会
、公
益

財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
。

　
最
終
結
果
は

月

日
付

紙
面
に
掲
載
す
る
。

【
内
井
高
弘
】

　
滝
川
ク
リ
ス
テ
ル
の
「
お

・
も
・
て
・
な
・
し
」
と
い

う
言
葉
が
話
題
に
な
っ
て
い

る
。
最
後
の
合
掌
ポ
ー
ズ
は

と
も
か
く
、
日
本
が
得
意
と

す
る
き
め
細
や
か
な
心
遣
い

を
世
界
に
示
し
た
と
好
意
的

に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
。

　
お
も
て
な
し
の
意
味
は
、

表
裏
の
な
い
心
で
見
返
り
を

求
め
な
い
対
応
で
あ
り
、
対

価
を
も
ら
う
「
業
」
と
し
て

の
行
為
は
お
も
て
な
し
で
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
線
引
き
は
な

か
な
か
難
し
い
し
、
心
に
余

裕
が
な
い
と
お
も
て
な
し
の

精
神
は
な
か
な
か
発
揮
で
き

な
い
。

　
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪

開
催
が
決
ま
っ
た
。
恩
恵
を

受
け
る
と
さ
れ
る
観
光
業
界

だ
が
、
率
先
し
て
お
も
て
な

し
に
磨
き
を
か
け
、
訪
日
外

国
人
観
光
客
を
「
日
本
フ
ァ

ン
」に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

特
に
旅
館
業
界
に
頑
張
っ
て

ほ
し
い
。
な
ぜ
な
ら
外
国
人

が
日
本
文
化
を
体
現
で
き

る
、
貴
重
な
場
を
提
供
で
き

る
か
ら
だ
。

　
ハ
ー
ド
面
の
お
も
て
な
し

も
進
み
つ
つ
あ
る
。

　
国
土
交
通
省
が
道
路
案
内

標
識
の
英
語
表
記
を
、
外
国

人
観
光
客
に
も
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
改
善
す
る
と
い

う
。
現
状
、
「
公
園
」
を

「
Ｋ
ｏ
ｅ
ｎ
」と
す
る
な
ど
、

日
本
語
の
読
み
方
を
そ
の
ま

ま
ロ
ー
マ
字
表
記
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
確
か
に
意

味
が
通
じ
に
く
い
だ
ろ
う
。

今
ま
で
放
置
さ
れ
て
い
た
の

が
不
思
議
な
く
ら
い
だ
。

　
先
行
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
「
外
国
人
旅
行
者
の
受

入
環
境
整
備
事
業
」
に
お
け

る
戦
略
拠
点
（

）
と
地
方

拠
点
（

）
の
計

地
域
で

実
施
す
る
。
「
拠
点
の
あ
る

地
方
自
治
体
や
観
光
関
係
団

体
と
連
携
し
て
進
め
る
」
と

し
て
い
る
。

　
交
差
点
の「
国
会
正
門
前
」

の
表
記
が
ロ
ー
マ
字
の
「
Ｋ

ｏ
ｋ
ｋ
ａ
ｉ
ｓ
ｅ
ｉ
ｍ
ｏ

ｎ
」
か
ら
「
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｎ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ｄ
ｉ
ｅ
ｔ

　
Ｍ
ａ
ｉ
ｎ
　
Ｇ
ａ
ｔ
ｅ
」

に
変
え
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た

方
も
多
い
だ
ろ
う
。
観
光
地

で
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
行

わ
れ
、
た
と
え
ば
「
○
○
記

念
館
（
前
）
」
は
「
○
○
Ｍ

ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ
」
、
「
○
○
美

術
館
（
前
）
」
は
「
○
○
Ａ

ｒ
ｔ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ
」
な

ど
と
な
る
。

　
京
都
市
（
消
防
局
）
で
は

日
本
語
に
不
慣
れ
な
外
国
人

観
光
客
ら
に
よ
る
１
１
９
番

に
対
応
す
る
た
め
、

月
か

ら
５
カ
国
語
の
通
訳
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
る
。
英
語
、
中
国

語
、
韓
国
・
朝
鮮
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に

対
応
し
、

時
間
３
６
５
日

体
制
で
運
用
す
る
と
い
う
。

京
都
に
は
多
く
の
外
国
人
観

光
客
が
訪
れ
る
だ
け
に
、
こ

う
し
た
〝
消
防
の
お
も
て
な

し
〟
は
喜
ば
れ
そ
う
だ
。

　
「
わ
か
や
ま
お
も
て
な
し

宣
言
」
の
募
集
を
始
め
た
の

が
和
歌
山
県
。個
人
や
団
体
、

宿
泊
や
観
光
施
設
な
ど
に
歓

迎
の
気
持
ち
や
取
り
組
み
を

表
明
し
て
も
ら
う
も
の
で
、

登
録
者
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
な

ど
を
交
付
し
、
活
動
を
支
援

す
る
。

　
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か

ら
お
も
て
な
し
の
機
運
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
い
う
の
は
歓

迎
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
東
京

五
輪
と
い
わ
ず
、
今
か
ら
始

め
て
も
い
い
。【
内
井
高
弘
】

　「
と
り
な
し
。

と
り
つ
く
ろ

い
。た
し
な
み
」

「
ふ
る
ま
い
。

挙
動
。
態
度
」

「
取
扱
い
。
あ

し
ら
い
。
待
遇
」
「
馳
走
。

饗
応
」
―
。
広
辞
苑
に
よ
る

「
（
お
）
も
て
な
し
」
の
説

明
だ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

一
躍
脚
光
を
浴
び
た
こ
の
言

葉
。
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

「
今
で
し
ょ
」
「
倍
返
し
」

「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」
と
と
も

に
、
今
年
の
流
行
語
大
賞
と

な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
あ

る
。
お
も
て
な
し
を
日
々
実

践
す
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
は
、

２
０
２
０
年
の
五
輪
開
催
を

待
つ
こ
と
な
く
、
そ
の
磨
き

上
げ
に
一
層
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
▼
東
京
の
対
抗
馬

と
な
っ
た
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド

リ
ー
ド
。
王
宮
、
プ
ラ
ド
美

術
館
、
ス
ペ
イ
ン
広
場
と
見

ど
こ
ろ
も
多
く
、
欧
州
の
魅

力
的
な
町
の
一
つ
だ
。
筆
者

も
３
年
前
に
訪
れ
た
が
、
最

も
印
象
深
か
っ
た
の
は
街
の

観
光
案
内
板
。
母
国
語
の
ス

ペ
イ
ン
語
と
英
語
に
、
日
本

語
を
加
え
た
３
カ
国
の
言
葉

で
観
光
地
の
案
内
を
し
て
い

た
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
も
中
国

語
で
も
な
く
、
わ
が
国
の
言

葉
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
妙
に
感
心
し
た
記
憶
が

あ
る
。
た
だ
、
悪
名
高
い

「
首
絞
め
強
盗
」に
は
困
っ

た
。か
な
り
の
日
本
人
が
や

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
、街
歩

き
に
は
相
当
神
経
を
使
っ

た
。警
官
の
パ
ト
ロ
ー
ル
も

強
化
を
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、被
害
は
後
を
絶
た
な
い

と
い
う
▼
昼
夜
を
問
わ
ず
安

心
し
て
歩
け
る
日
本
は
、外

客
を
誘
致
す
る
上
で
大
い
な

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て

い
る
。観
光
業
界
に
と
ど
ま

ら
ず
、オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で

し
っ
か
り
と
し
た
受
け
入
れ

態
勢
を
作
り
た
い
。【
Ｍ
・
Ａ
】

　
観
光
庁
は

日
、
東
日
本

大
震
災
、
原
発
事
故
を
踏
ま

え
、
福
島
県
が
実
施
す
る
観

光
復
興
事
業
に
対
し
て
補
助

金
の
交
付
を
決
定
し
た
。
国

内
外
に
向
け
た
風
評
被
害
対

策
、
周
遊
観
光
の
魅
力
づ
く

り
な
ど
の
事
業
を
支
援
す

る
。

　
復
興
関
係
予
算
と
し
て
２

０
１
３
年
度
予
算
に
計
上
さ

れ
て
い
た
事
業
で
、
国
の
補

助
は
総
事
業
費
の
８
割
に
当

た
る
２
億
８
３
０
０
万
円
。

福
島
県
か
ら
の
申
請
を
受
け

て
、
補
助
金
の
交
付
を
決
定

し
た
。

　
国
内
向
け
で
は
、
風
評
の

払
拭
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
周
遊
観

光
の
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

旅
行
会
社
の
商
品
造
成
の
支

援
に
関
す
る
事
業
を
支
援
。

海
外
向
け
で
は
、
東
ア
ジ
ア

や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
情
報
発

信
を
後
押
し
す
る
。

　
教
育
旅
行
の
回
復
に
向
け

た
事
業
も
補
助
対
象
で
、
モ

デ
ル
コ
ー
ス
や
合
宿
メ
ニ
ュ

ー
の
造
成
を
支
援
す
る
。


